
してして、主にに「情報処理演習 からなる」からなる 群授業科目群

をを設定しし、令和４ 降令和４年度以降入学のの学生からはからは、全

員がが 該当該プログラムプログラムをを履履修できるようにしましできるようにしまし

た。さらにた。さらに、一部のの学部ではでは、「選択 を」を扱うう科

目としてとして「情報科学 も」も用意してして、 熟習熟度のの高いい

学生にに、自らのらの専門 域専門領域とのかかわりをとのかかわりを踏踏まえなまえな

がらよりがらより高度なな知知識やや技術をを修得できるようにしできるようにし

ています。ています。

告本報告では まずでは、まず、本学MDASHのの取組みのみの概概

要としてとして、MDASHのの 象対象学生、授業科目のの 成構成、

授業でで扱うう学修テーマテーマについてについて紹介します。します。次にに、

MDASHのの特色となっているとなっている「学生どうしのどうしの学びび

あい とあい」と「内製化したしたAIのの活用 による」による学修教育

支援についてについて、授業内容とと合合わせながらわせながら、具体的

にに紹介します。します。

２．MDASHの概要
本学MDASHはは、薬 歯 看薬学部、歯学部、看護福祉学

心部、心理科学部、リハビリテーションリハビリテーション科学部、医

療技術学部のの 系医療系６学部のすべてにおいてのすべてにおいて開講

をしています。をしています。学生総数はは約3 ,000名でありであり、

2 22021年度ににMDASHのの履 象履修対象者となったとなった初初年次

学生はは 7約700名でした。でした。

次ページページ表１にはには、MDASHをを 成構成するする授業科

目をを提示しました。ここでしました。ここで、〇〇がが付記されたされた授業

科目でで、コアコア学修項目であるである「導入」、「基礎」、

「心心得 を」を修得します。またします。また、〇〇がが付記されたされた授

業科目のの背背景色はは白白色になっていますが これはになっていますが、これは、

須必須科目であることをであることを示しておりしており、全てのての学部でで、

MDASHののコアコア学修項目をを 須必須科目でで修得できるできる

ようにしています。ようにしています。

一方、一部のの学部では ※がでは、※が付記されたされた授業科

目がありますが ここではがありますが、ここでは、MDASHのの「選択」

をを修得できるようにしています。またできるようにしています。また、背背景色がが
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１．はじめに
北海 下北海道医療大学（以下、本学）におけるにおける数理デデ

ータサイエンスータサイエンスAI教育プログラムプログラム（ 下以下、MDASH）

のの取組みについてみについて 告報告します。します。本学MDASHはは文

部科学省MDASHリテラシーレベルリテラシーレベルにに認認定されされ、

さらにさらに、MDASHリテラシーレベルプラスリテラシーレベルプラスにもにも選

定されました。そのされました。その特色はは「学生どうしのどうしの学びあびあ

い とい」と「内製化したしたAIのの活用 です。このような」です。このような

MDASHにに本学がが取りり組んだんだ背背景には かねてよには、かねてよ

りり実施しているしている教育支援システムシステムのの内製化ととICT

をを活用したした学びあいのびあいの取組みにあります。みにあります。

教育支援システムシステムについてについて、本学ではでは、独独自のの

法教育手法ををICTによりにより具現化することをすることを目的としとし

て 5て、15 上年以上にわたりにわたり教育支援システムシステムをを独独自

にに開発（内製化）してきました。してきました。最近ではでは、教育

支援システムシステムににAI 機能解析機能をを拡充拡充しながらしながら教育

DX（デジタルトランスフォーメーションデジタルトランスフォーメーション）をを進

めています。めています。

ICTをを活用したした学びあいについてもびあいについても、情報リテリテ

ラシーラシー教育においてにおいて、Googleドキュメントドキュメントをを利用

したしたオンライングループワークオンライングループワークややGoogleフォームフォーム

をを利用したした学生どうしのどうしのアンケートアンケート調査（同僚間

アンケートアンケート[1]）などのなどの授業方略をを取りり入れれ、一定

のの教育効果をあげてきました。をあげてきました。

このようなこのような中 政中、政府からからAI戦 2 9戦略2019[22]がが発表ささ

れるとともにれるとともに、 等大学等におけるにおける情報リテラシーリテラシー教

育にに対してしてMDASHへのへの転換転換がが求められめられ、

MDASHにに関するするスキルセットスキルセットとと 標学修目標もも策策定

されましたされました [3]。。MDASHには ４つのには、４つの学修項目がが

あり そのうちの つあり、そのうちの３つ（「導入」、「基礎」、「心心得」）

ががコアコア学修項目とされ もう つのとされ、もう１つの「選択 は」は学

生のの 歴学修歴やや 熟 合習熟度合いい等等にに応応じてじて設定されるされる項

目とされました。とされました。

本学MDASHではでは、コアコア学修項目をを扱うう科目とと

北海道医療大学の数理・データサイエンス・AI教育　
取組みの概要

北海道医療大学　
教授 二瓶　裕之

西牧　可織北海道医療大学　
講師

((左左からから二瓶、西牧）
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限られていますがられていますが、授業スライドスライドなどのなどの教材をを共

通化したりしたり、クラウドアプリケーションクラウドアプリケーションをを活用しし

ててレポートレポートやや授業コメントコメントなどをなどを 括一括でで管管理したした

りすることで これらのりすることで、これらの授業科目をを実施していましていま

す。なおす。なお、MDASHでで使用しているしている授業スライドスライド

などはなどは、本学DX推進計画にしたがってにしたがって、DX推進

計画サイトサイトにに公公開しています。しています。

図１にはには、コアコア学修項目をを扱うう授業科目のの例とと

してして、看看護福祉学部でで開講しているしている「情報処理演

習 の」の学修テーマテーマととMDASHののコアコア学修項目とのとの

応対応をまとめました。をまとめました。「情報処理演習 には」には、５

つのつの学修テーマテーマがありがあり、例えばえば、「数理データサデータサ

イエンスイエンスAI は」は、モデルカリキュラムモデルカリキュラムのの表とと線線にに

よりより結ばれたばれた「社会でで生きているきている変化、データデータ・

AI利活用のの 動向最新動向 と」と「データデータ・AI利活用のたのた

めのめの技術、データデータ・AI利活用のの 場現場 の」の学修内容

にに相相当していることをしていることを示しています。しています。

灰灰色になっているになっている授業科目はは、選択科目であるこであるこ

とをとを示しています。しています。

２表２は 2 22は、2022年度のの 期前期とと 期後期におけるにおける

MDASHにに関わるわる授業科目のの開講時限です。ここです。ここ

でで、リハビリテーションリハビリテーション科学部「基礎統計学」とと

歯歯学部「医療情報処理演習」は２は２ 連時限連続ののクオクオ

ーターーター制制でで実施しています。またしています。また、薬薬学部「文章

指導」とと「情報科学 ならびに」ならびに、医療技術学部

「医療情報処理演習」とと「情報科学 は」は３ 連時限連

続でで開講し 5し、15週週のうちののうちの５週週をを使ってって実施をを

しています。しています。

図１　「情報処理演習」であつかう学修テーマ

次ページページ表３にはには、「選択 を」を扱うう授業科目のの

例としてとして、同じくじく、看看護福祉学部でで開講しているしている

「情報科学 の」の学修テーマテーマをを提示しました。しました。「情報

科学 では」では、「選択 での」での学修項目となっているとなっている

プログラミングプログラミング 機械基礎、機械学習、自然言語処理なな

どをどを学べるようにべるように設計しています。しています。

表１　MDASHを構成する授業科目

〇がコア学修項目（「導入」、「基礎」、「心得」）、※が「選択」を扱う（灰色は選択科目）

これらのこれらの授業科目をを二瓶とと西牧の２の２ 制名体制でで担

当をしていますをしています（「文章指導 については」については担当教

員10名ですがですが、MDASHにに関わるわるテーマテーマについてについて

はは二瓶とと西牧でで担当しています 。しています）。担当教員数はは

表２　MDASHに関わる授業科目の開講時限

（　）内は学部名の冒頭文字
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３．MDASHの特色：
学生どうしの学びあい

（１）オンライングループ

MDASHのの特色として まずはとして、まずは、「学生どうしのどうしの

学びあい についてびあい」について紹介します。します。「学生どうしのどうしの

学びあい としてびあい」として取りり入れているれている授業方略の つの１つ

がが、オンライングループワークオンライングループワークです。です。オンラインオンライン

グループワークグループワークではでは、複複数ののユーザーユーザーがが同時にに書書

きき込みできるみできるオンラインドキュメントオンラインドキュメントであるである

Googleドキュメントドキュメントをを使います。います。オンライングルオンライングル

ープワークープワークででグループグループになったになった学生は つのは、１つの

Googleドキュメントファイルドキュメントファイルをを共有します。します。

Googleドキュメントドキュメントにはには、定められためられたテーマテーマにに沿沿

ってって、 ２図２のようにのように学生がが自身のの意見をを書書きき込みみ

ますがますが、同時にに、他他者のの意見がが書書きき込まれるまれる様子様子

ももリアルタイムリアルタイムにに見ることができます。ることができます。

がらがら、社会でで起起きているきている変化ややAI最新技術のの活用

例についてについて講義をします。をします。

続く２く２回目のの授業ではでは、 野医療分野におけるにおけるAI活

用についてについて、学生一人ひとりがひとりが情報検索をします。をします。

しかししかし、 野医療分野におけるにおけるAIのの活用事例についてについて

もも、インターネットインターネットにはには、膨膨大なな量のの情報がが公公開

されています。そのためされています。そのため、一人のの学生がが調査できでき

るる情報量にはには限りがあります。りがあります。

そこでそこで、各各自ががインターネットインターネットでで検索したした情報

ををグループグループ内でで共有することをすることを目的としてとして、オンオン

ライングループライングループをを実施しています。これによりしています。これにより、

グループグループのの学生一人ひとりがひとりが異なるなる着眼着眼点でで調査

したした結果がが共有されされ、一人ではでは検索しきれなかっしきれなかっ

たた量のの情報やや、一人ではでは気気づくことができなかっづくことができなかっ

たた観観点からのからの情報をを把把握できるようにしています。できるようにしています。

様同様にに、図１にに示したした学修テーマ データテーマ「データ分析」

でもでも、オンライングループワークオンライングループワークをを取りり入れていれてい

ます。ます。「データデータ分析 では ７」では、７回目のの授業でで総務

局省統計局「統計ダッシュボードダッシュボード」[44]をを使いながらいながら

データデータ分析のの 法手法をを学ぶとともにぶとともに、データデータ分析をを

通してして今今までまで気気づかなかったようなづかなかったような広広くく社会にに起起

きているきている 象現象やや課題をを見つけるようにします。つけるようにします。

続く８く８回目のの授業でで、自身がが発見したした問題やや課

題についてについて、オンライングループワークオンライングループワークをを実施しし

ます。ここでもます。ここでも、グループグループ内でのでの情報共有をを主なな

目的としていますがとしていますが、問題やや課題をを発

見するのがするのが難難しいしい学生にとってはにとっては、他他

者のの意見をを 掛手掛かりにしてかりにして自分のの考考ええ

をを発することができるようになるなどすることができるようになるなど、

想発想のきっかけのきっかけ作りとしてもりとしても実施してして

います。います。

（２）同僚間アンケート

「学生どうしのどうしの学びあいびあい」をを取りり入

れるためのもう つのれるためのもう１つの授業方略がが同僚

間アンケートアンケートです。です。同僚間アンケートアンケート

ではでは、Googleフォームフォームをを利用してして、定

められためられたテーマテーマにしたがってにしたがって、クラスクラス

のの学生にに対してしてアンケートアンケート調査をを行いい、

そのその結果をを分析してして、データデータのの読読みみ取りをりを行いまいま

す。す。

同僚間アンケートアンケートをを取りり入れているのは まずれているのは、まず、

学修テーマ データテーマ「データ処理、データデータ集計、データデータ分

析」です。このです。このテーマテーマについてはについては、10回目のの授

業でで、スプレッドシートスプレッドシートをを使ってってデータデータののフィルフィル

図２　Googleドキュメントへの書き込みイメージ

表３　「情報科学」であつかう学修テーマ

オンライングループワークオンライングループワークは まずは、まず、図１にに示

したした学修テーマテーマ「数理データサイエンスデータサイエンスAI」でで取

りり入れています。れています。「数理データサイエンスデータサイエンスAI で」で

はは、授業のの初初回にに、 閣内閣府「Society 55.0」などなど

Society 55.0ややAIにに関するするWebサイトサイトをを教材としなとしな
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るようになることです。るようになることです。例えばえば、図３にようににように

「迷惑迷惑メールメールをを週週にに何 受信何通程度受信していますかしていますか」

などのなどの情報セキュリティーセキュリティーについてのについての 態実態調査をを

行い そのい、その結果からから、インターネットインターネットをを安安全にに使

うためのうための最適なな 策方策をを多面多面的なな視点からから 想発想できでき

るようにしています。るようにしています。

４．MDASHの特色：内製化したAIの活用
（１）授業支援としての活用

次にに、「内製化したしたAIのの活用 による」による学修教育

支援についてについて紹介します。します。 在現在、内製化したしたAIとと

してして、最もも頻繁頻繁にに使用しているしているシステムシステムがが自然言

語処理にに関するするシステムシステムです。その つがです。その１つが、講義

ノートノート可視化システムシステムです。ここではです。ここでは、pythonのの

自然言語ライブラリライブラリであるであるnlplotをを使っておりっており、

AIというよりもというよりも、テキストマイニングテキストマイニングのの範疇範疇にあにあ

るるシステムシステムです。このです。このシステムシステムではでは、講義ノートノート

ををテキストマイニングテキストマイニングしてしてサンバーストチャートサンバーストチャート

ややワードクラウドワードクラウドなどをなどを作ることでることで、講義ノートノート

のの可視化をを図っています。っています。

講義ノートノート可視化システムシステムをを利用しているのしているの

がが、「数理データサイエンスデータサイエンスAI や」や「情報セキュセキュ

リティーリティー を」をテーマテーマとしたとした授業です。ここではです。ここでは、

グループワークグループワークのの前にに、30分間程度のの事前講義

をしています。そこでをしています。そこで、講義のの内容についてのについての理

解をを深めるためにめるために、講義をを聞聞きながらきながらメモメモをを取りり、

講義後ににメモメモをもとにをもとにGoogleフォームフォームからからノートノート

4 8（400〜800 字文字程度）をを提出してもらっていましてもらっていま

す。さらにす。さらに、講義のの 憶記憶がが定かなうちにかなうちに即時にに、

講義ノートノート可視化システムシステムによりにより講義ノートノートののフフ

ィードバックィードバックをしています。をしています。

次ページページのの ４図４はは、「数理データサイエンスデータサイエンスAI」

でで提出されたされた講義ノートノートにに対してして、講義ノートノート可

視化システムシステムでで作ったったサンバーストチャートサンバーストチャートのの例

です。です。例えばえば、サンバーストチャートサンバーストチャートかからはらは、講義

ノートノートには つのには３つのテーマ サンバーストチャートテーマ（サンバーストチャート

中央中央の０ ２ がの０〜２）が含含まれていて それぞれまれていて、それぞれ、

「Society 55.0〜Society 1.0」、「自然言語処理にに関

するするAI」、「ビッグデータビッグデータ が」がテーマテーマとなることがとなることが

読読みみ取れます。れます。

このようなこのような結果をを、学生ににリアルタイムリアルタイムにに提示

することですることで、例えばえば、自分のの講義ノートノートに つのに３つの

テーマテーマのの内容がが過 足過不足なくなく 載記載されていたのかされていたのか、

またまた、 切適切なな用語でで内容をまとめることができてをまとめることができて

いたのかなどをいたのかなどを 認確認できるようにしています。まできるようにしています。ま

タリングタリングややクロスクロス集計などのなどの基本的ななデータデータ処理

ととデータデータ集計ののスキルスキルをを修得します。さらにします。さらに、

Googleフォームフォームをを使ってってアンケートフォームアンケートフォームをを作

ったりったり、アンケートアンケート結果ををダウンロードダウンロードしてして複複数

項目間ででクロスクロス集計したりするしたりするスキルスキルをを修得しましま

す。す。

続くく11回目のの授業でで、同僚間アンケートアンケートをを実

施しています。ここではしています。ここでは、「コロナコロナ禍禍におけるにおける大

学生活 といった」といったテーマテーマにに従従ってって、クラスクラスのの学生

にに対してして学生自身ががアンケートアンケート調査をを行います。います。

主なな目的はは、 験実体験をを通してして、データデータ分析にに問わわ

れるれるスキルスキルをを学ぶことです。ぶことです。例えばえば、データデータのの種種

類やや種 値 字 単種別（数値、文字、単位など をなど）を明確にしなにしな

がらがら質問項目をを設定しなければしなければ正確ななデータデータ分析

ができないこと またができないこと、また、学生間のの生きたきたデータデータ、

つまりつまり、実データデータであるからこそであるからこそ生じるじるデータデータのの

ばらつきやばらつきや誤差誤差のの扱いをしなければならないこといをしなければならないこと

などです。などです。

最後のの学修テーマテーマ「情報セキュリティーセキュリティー」でもでも、

同僚間アンケートアンケートをを実施しています。このしています。このテーマテーマ

ではでは、13回目のの授業でで、 国民総務省「国民のためのため情

報セキュリティサイトセキュリティサイト」[55]をを教材としてとして、悪意ああ

るる 搾情報搾取、データデータ改改ざんざん、 漏洩情報漏洩などによるなどによる

セキュリティーセキュリティー 故事故のの調査、ならびにならびに、インターインター

ネットネットをを安安全にに使うためのうためのスキルスキルについてについて講義をを

します。します。

同僚間アンケートアンケートは 4は14回目のの授業でで実施しましま

す。ここではす。ここでは、「インターネットインターネットをを安安全にに使うたうた

めにはどうしたらよいのか？ といっためにはどうしたらよいのか？」といった課題にしにし

たがってたがってアンケートアンケート調査をを 士学生同士でで行います。います。

主なな目的はは、 態実態調査にに基づいたづいた 決課題解決ができができ

図３　同僚間アンケートの例
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たた、教員にとってもにとっても、講義のの内容がが学生へへ、

どのようにどのように伝伝わったのかをわったのかを 認確認できるできる効果

もあります。もあります。

同じくじく自然言語処理にに関するするシステムシステムとと

してして、正答類似度提示システムシステムもも利用してして

います。ここではいます。ここでは、自然言語ライブラリライブラリでで

あるある doc22vecなどをなどを使っていますがっていますが、

doc22vecははニューラルネットワークモデルニューラルネットワークモデル

のの一つとなっています。このつとなっています。このシステムシステムではでは、

過過去にに提出されたされた要約のの文章ををシステムシステムにに

学習させてさせてdoc22vecモデルモデルをを作り このり、このモモ

デルデルをを使ってって正答とのとの類似度をを推測しましま

す。す。

正答類似度提示システムシステムをを利用しているのがしているのが、

文章指導をを学修テーマテーマとしてとして扱うう授業科目です。です。

このこの授業ではでは、例えばえば、文章のの要約などのなどの課題がが

ありますがありますが、学生にはには、要約のの要領（コツコツ）をを

徐々徐々にに伝伝えながらえながら、同じじ要約のの課題をを繰繰りり返返しし提

出してもらっています。このようにしてしてもらっています。このようにして課題をを提

出するたびにするたびに、正答類似度のの提示システムシステムによりにより、

学生一人ひとりにひとりに正答とのとの類似度をを即時にに提示しし

ています。ています。

図５は 2 22は、2022年度にに実施したした要約のの課題にに対

するする学生のの正答類似度のの分布です。これはです。これは、同じじ

要約のの課題をを３回（#1〜#3）提出してもらったしてもらった

結果になります。になります。初初回（#1）のの提出からから３回目

（#3）のの提出にに至至るる結果からから、学生がが要約のの要領

をつかむにつれてをつかむにつれて、正答類似度がが高まっているこまっているこ

とがわかります。このようにとがわかります。このように、正答類似度のの結果

をを学生一人ひとりにひとりに即時ににフィードバックフィードバックするこするこ

とでとで、徐々徐々にに要約のの要領をつかめていることををつかめていることを実

感できるようにしています。できるようにしています。

図４　サンバーストチャート
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義ノートノート可視化システムシステムやや正答類似度提示システシステ

ムムです。これらのです。これらのシステムシステムによりにより、講義ノートノートをを

可視化したしたグラフグラフやや正答類似度をを学生へへフィードフィード

バックバックしています。しています。内製化したしたAIのの活用ポイントポイント

はは 性即時性です。です。講義ノートノートののフィードバックフィードバックやや正

答とのとの類似度（得点）はは、AIをを利用しなくともしなくとも学

生へへ提示できますができますが、AIをを活用することですることで、授業

のの中中ででリアルタイムリアルタイムにに学生へへフィードバックフィードバックできでき

るようになりるようになり、学びのびの実感をよりをより身近にに得られるられる

ようにしています。ようにしています。

またまた、内製化したしたAIをを教育支援のみならずのみならず学修

教材としてもとしても活用するといったするといった内製化AIのの新しいしい

活用モデルモデルもも 築構築しているところです。しているところです。

在現在もも、本学ののDX推進計画にに沿沿ってってAIのの内製

化もも進めており いまめており、いま特にに力をを入れているのがれているのが、

説 能説明可能ななAI（XAI: eXplainable AI）によるによる個別最

適化教育です。です。深層学習によるによる 判断予測・判断ははAIのの鍵鍵

となるとなる技術ですが これをですが、これを、個別最適化教育へへ繋繋

げるためには どのようなげるためには、どのような 由理由やや根拠根拠にに基づいてづいて、

AIがが 判断予測・判断をしたのかををしたのかを説説明できることができることが重重

要になってきます。そこでになってきます。そこで、AIををXAIへとへと転換転換しし

てて 判断予測・判断のの 由理由やや根拠根拠をを明確にすることでにすることで、

学生一人ひとりにひとりに個別最適化したした学修計画がよりがより

具体的、かつかつ、高いい信頼性信頼性をを持ってって提示されるもされるも

のとのと考考えます。えます。XAIについてのについての成成果などについてなどについて

もも、今 引今後、引きき続きき 告報告できるようにしていきたできるようにしていきた

いといと考考えております。えております。
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（２）学修教材としての活用

「内製化したしたAIのの活用」によるによる学修教育支援にに

ついては さらについては、さらに、「内製化したしたAIをを教育支援のの

みならずみならず学修教材としてもとしても活用する といったする」といった新

しいしい 法活用方法もも 築構築しています。このしています。この取組みをみを実

践践しているのがしているのが、「選択 を」を扱うう授業科目においにおい

てです。てです。例えばえば、表３にに示したした「情報科学 では」では、

機械機械学習やや自然言語処理をを学修テーマテーマとしていまとしていま

すが ここではすが、ここでは、「講義ノートノート可視化システムシステム」

やや「正答類似度提示システムシステム の」のプログラムプログラムをを学

修教材としてとして使用しています。しています。

例えばえば、「講義ノートノート可視化システムシステム で」で使っっ

ているているサンバーストチャートサンバーストチャートをを描描画するためにするために

はは、ストップワードストップワード、 小頻最小頻出数、ノードノード数などなど

のの幾幾つかのつかのパラメータパラメータをを設定するする必要がありまがありま

す。そこです。そこで、サンバーストチャートサンバーストチャートののプログラムプログラム

をを学修教材としてとして学生へへ提示してして、パラメータパラメータをを

変えることでえることで、サンバーストチャートサンバーストチャートのの結果がどがど

のようにのように変わるのかをわるのかを 覚視覚的にとらえながらにとらえながら、自

然言語処理のの仕仕組みをみを学べるようにしています。べるようにしています。

またまた、「正答類似度提示システムシステム にも」にも、深層

学習特有ののハイパーパラメータ エポックハイパーパラメータ（エポック数ややババ

ッチサイズッチサイズなど をなど）を含含めてめて、様々様々ななパラメータパラメータをを

設定するする必要があります。そこでがあります。そこで、深層学習をを用

いたいた予測プログラムプログラムをを学修教材としてとして学生へへ提示

してして、ハイパーパラメータハイパーパラメータをを変えることでえることで 精予測精

度がどのようにがどのように変わるのかをわるのかを実感しながらしながら、深層

学習のの仕仕組みをみを学べるようにしています。べるようにしています。

教育支援システムシステムにに使っているっている深層学習ややAIのの

プログラムプログラムをを学修教材にに落落としとし込むことでむことで、学生

はは、AIのの動動きをきを身近にに感じながら そのじながら、その技術もも学

べるようにするなどべるようにするなど学修効果のの向上向上をを図っていまっていま

す。す。

５．むすび
本学MDASHのの特色であるである「学生どうしのどうしの学びび

あい とあい」と「内製化したしたAIのの活用 について」について紹介しし

ました。ました。「学生どうしのどうしの学びあい をびあい」を取りり入れるれる

学修方略としてとして、オンライングループオンライングループとと同僚間アア

ンケートンケートをを紹介しましたが これによりしましたが、これにより、自分一

人ではでは気気づくことができなかったづくことができなかった意見やや 想発想にに触触

れることができたりれることができたり、 士学生同士からから取得できるできる実

データデータをもとにしたをもとにしたデータデータ分析などができたりすなどができたりす

るようにしています。るようにしています。

「内製化したしたAIのの活用 として」として紹介したのがしたのが講

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/suuri_datascience_ai/00001.htm



